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（３）冠水事故防止に向けた対策について

資料３－１　仙台河川国道事務所

資料３－２　宮城県土木部道路課
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国道108号 小牛田バイパス アンダーパスにおける冠水対策
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○ 大雨に備え、アンダーパスの前後に注意喚起の看板を設置済み（写真①）

○ 壁面に冠水深表示ラインを設置済み（写真②）

○ 今後、路面・壁面への注意喚起標示を施工予定、遮断機の設置を検討中（参考事例）

○ 排水ポンプ及び非常用発電設備については点検を実施し、異常が無いことを確認済み

▲写真② 冠水深表示ライン（設置済）

黄：冠水深20㎝
赤：冠水深50㎝

至 石巻市

▲位置図
▲写真① 注意喚起看板（設置済）

▲注意喚起看板

▲参考事例：今後施工予定の対策（路面・壁面表示イメージ、遮断機設置事例）

路面標示
壁面標示

写真①→
至大崎市

至石巻市

美里町

（国土地理院地図を加工して使用）

遮断機
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県管理道路におけるアンダーパスの事前対策について 

           ～気象情報や事前情報に基づく「事前対応」～ 

１ 背景と課題 

令和８年８月に発生した千葉豪雨では、アンダーパスの冠水による重大な水没事故が発生

し、９月には福島県においても同様の事案が発生した。 

現在、国土交通省がガイドラインの策定を検討しているが、国からは「予防的な事前通行

規制等の実施」・ 「車両進入防止対策の強化」・ 「排水機能及び監視機能等の確保」・ 「関係機関

との連携」を事前に進めておくよう要請があったもの。 
 
２ 対策箇所の検討 

県管理のアンダーパス７箇所については、時間雨量５０ｍｍ程度の降雨に対する排水 

ポンプを設置し、冠水が５ｃｍを超えた時点で自動通報により現地対応することになってい

るが、昨今の豪雨による急激な水位上昇で現地対応が困難と想定される５箇所について事前

対策を検討するもの。 
 
３ 事前対策 

対策基準として、以下のいずれかに該当した場合に実施 

   ・レベル４大雨危険警報発表時 

   ・１時間５０ｍｍの雨量に達した時（予測も含む） 

   ・道路管理者や警察が冠水の可能性があると判断した時 

対策内容 

事前現地待機【白石トンネル等４箇所】 

・道路管理業者が現地に待機し、危険な水位に達した時は、速やかに「通行止め」を実施。 

予防的事前通行規制【松島アンダーパス】 

・ 交通量集中個所については、進入車両による渋滞等が想定されることから事前に 

「通行止め」を実施。 
 
４ 各アンダーパスの冠水事故防止対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の対応 

  ・予防的事前通行規制は、国道管理者や交通管理者と協議を進め、速やかに運用を開始。 

  ・冠水の危険性が高い５箇所については、エアー遮断機の設置を検討中。 

・国のガイドラインが示された場合は、その内容を踏まえ、改めて対応を検討。 

路線名 市町村 施設名
豪雨時

危険性有
対策内容 摘　　要

（国）１１３号 白石市 白石トンネル L= 300 m ○ 事前現場待機

（国）４５７号 大崎市 岩出山アンダーパス L= 200 m ○ 事前現場待機

（主）塩釜亘理線 岩沼市 仙台空港トンネル L= 700 m

（主）矢本河南線 東松島市 矢本アンダーパス L= 200 m ○ 事前現場待機

（一）赤沼松島線 松島町 松島アンダーパス L= 100 m ○ 予防的事前通行規制 大規模迂回及び国との調整が必要

（一）加瀬沼公園線 利府町 加瀬アンダーパス L= 500 m

（一）神取河北線 石巻市 小船越アンダーパス L= 80 m ○ 事前現場待機

延長
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